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はじめに 


スズキではこのたびバックボーンタイプのバイク 


Is ^Eti3ieS0 


(FR50-6) 


を新発売致しました。 


この製品はスズキが高度な技術と徹底した品質管理のもとで「価値ある製品」 
をモットーとして作られたものです。 

常に時代の変化とお客様の要求にこたえて新製品の開発に取り組み''よりよい 
クルマを〃の考え方のもとに生まれたスズキ製品をご紹介するにあたり、その 
構造、概要、点検、整備などについて小冊子にまとめましたのでご一読賜わり 
車輛の拡販とアフターサービスに充分ご活用頂き、スズキ製品をご愛顧頂きま 
すよう御願い申し上げます。 


Bg 和! 5 5年 9月 

サービスガイド No.l 3 

鈴木自動車工業株式会社 


この本に掲載しているさし絵は動作の原理や作業の要領を説明したも 
ので実際の車輛に使われているものと異なる場合があリますのであら 
かじめご了承下さい。 
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_のりまし- 

★エンジン関係 

■■ •エンジンは2サイクル•空冷単気筒.リードバルブ吸入方式で、低速出力の 
向上と安定した性能を発揮する扱い易いものです。 


ボア X ストロー 

.ク： 

41 .0 X37 .8mm 

排 


気 

里 • 

49c.c. 

最 

商 

出 

力： 

4 .2PS/5,500r.p.m 

最 

大 

ト ノレ 

ク： 

0.62kg- m/ 4,00 Or.p.m 


籲シリンダ、シリンダヘッドには大型フィンを設け、冷却性の向上を図った粘 
りあるエンジンです。 

•キャブレータはミクニ製の VM 14 SC 型で操作性の良いチョークレバーをレフ 
トハンドルスイッチボックス部に設けました。 

•エアークリーナエレメント はろ 過 面積が大きいろ紙式で、大容量の エアーク 
リーナケースに 納め吸気音の低い静かなものです。 

•潤滑方式は分離潤滑方式 （ CCIS ) でオイルポンプによって吸入口部とレフトク 
ランクべアリングへオイルを圧送給油する方式です。 

•マフラーはディフューザ室を2重管とし、排気音の低減を図りました。 

鲁マグネ トー、スプロケットカバーを 分離式と する と共に スプロケットカバー 
を樹脂製とし、共鳴音の低減を計りました。 

★動力伝達関係 

♦クラッチは湿式多板の自動遠心式で、カウンタシャフト右側に装着していま 
す 。 

❿トランスミッションは常時嚙合式の3段ミッションで、チヱンジ操作方式を 
ロータリー式としましたので操作が非常に簡単です。 

• 始動方式はもちろんプライマリーキック方式です。 
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★電裝関係 

❿点火方式は最も普及している接点式のマグネトー点火です。 

籲へッドランプは 15/15 W で、昼、夜間を問わずへッドランプを点燈した時で 
もパ'ッテリーに充分な充電ができる大容量のフライホイールマグネトーを採 
用しました。 

又、電圧制御にはボルテージレギュレータを用いてへッドランプの寿命を長 
くしています。 

• リヤーコンビネーシヨンランプ、ターンシグナルランプはともに角形の被視 
認性の良いものです。 

♦スピードメータも角形デザインで、各種パイロットランプを内臓し、ハンド 
ル中央部の見易い所へ設けました。 

★車体関係 

•フレームはパイププレス 合成 アンダーボーン 型です。 

•ブレーキは前.後輪とも110¢の内拡機械式のリーデイングトレーリング方式 
です。 



♦懸架及び緩衝装置は前輪がボトムリング式、後輪がスイングアーム式です。 
•フューエルタンク及びオイルタンクには残量確認が容易なメータを標準装備 


しました。 

•フューエルコックはオートコック方式ですので、操作のわずらわしさがあり 
ません。 

• レッグ シール ドは共鳴音防止のため浮動式としました。 
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630 (側面反射器) 




スズキ FR 50 型外観4面図 


non 
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外観4面図 
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拿れ SUZUKI 參拿參拿参苓苓苓苓芩観4面図 


スズキ FR 50 型外観4面図（類別： G . GD ) 



さ 


5 

〇 


1005 (全高) 




一一 80 (# 商) _ 345 -4- <25 

1 00 05 ( w> 跏) 


































































































































































636 ( 側面反射器 ）, 



スズキ FR 50 型外観4面図（類別： L ) 


1100 



外観4面図 


拿李傘金爹拿拿傘拿衾 SUZUKI 拿金金 




一一80 (窖商) 


345 


-25 


1805 ( 降跏) 
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誦性能曲線図 


R 50 
一060 


スズキ FR 50 型性能曲線図（類別： STD 、 G 、 GD ) 


燃料消贄率 


燃費率 
(gr/ps.h) 

4500 

400 

300 


軸トルク训 0.6 

k — 1 



袖 M *, 力 PS ) 

bb 

育 

性 

ン 

ジ 

ン 

H 


機関回転速度 


m 〇 〇 〇 00 0 0 

p-o 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
r .〇 〇 〇 0000 



h 
k m / 
1速 


能 

性 

行 

走 
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性能曲線図 
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スズキ FR 50 型性能曲線図（類別： L ) 

エンジン性能 





走行性能 
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外観写真 


商品呼称 
スズキ FR 50— 6 




(スズキ FR 50 G —6) 


FNO . FR 50 —639369〜 


，80. 9 



商品呼称 

スズキ FR 50 L — 6 
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主要諸元一覧 

通称名（商品呼称）：スズキバーデイ ー 50( FR 50- 6 ) 

※印はセルフスタータ付 （ ）はし仕様 


項 目 

FNO . FR 50— 639369 



認定番号〔類別区分〕 

1 1293 〔 STD . G . GD . L 〕 



車名及び型式 

スズキ FR 50 



長 さ （ m ) 

1.805 



幅 （m ) 

0.655 



高 さ （ m ) 

1.005 



軸 距 （ m ) 

1.180 



原動機の型式 

FR 50 



総 排 気 量 U ) 

0.049 



車両 重量 

前 軸 ( kg ) 

32(浓33) 



後 軸 ( kg ) 

44ほ46) 



計 （ kg ) 

76 W 9) 



乗車 定 員（人） 

1 



車両 総重量 

前 軸 ( kg ) 

5卿52) 



後 軸 ( kg ) 

80 2) 



計 （ kg ) 

131^134) 



タイヤ 

前 輪 

2.2517- 4 PR 



後 輪 

2.2517 4 PR 
(2.50-17- 4 PR ) 



最低地上高 （ m ) 

130 



性 

能 

制動停止距離 U ) 

90(30 km / h ) 



燃料消費 率 ( km / i ) 

3.0(20 km / h ) 



登坂 能力 

tam ^0.36(19°50 ， ) 



最小回転半経 （ m ) 

1.8 



原 

動 

機 

始動 方式 

キック式 

※キック、セルフ併用式 



種 類 

ガソリン* 2サイクル 



シリンダー及び配置 

単 



燃焼室形式 

コーン 



弁 機構 

吸気：リード弁 
排気.掃気：ピストン弁 



内 経 x 行程 ( mm ) 

41.0 X 37.8 



圧縮 比 

7.0 



圧縮圧ガ kg / cm 2 - r . p . m ) 

8.0-1,000 



最高 出力 ( ps / r . p . m ) 

4.2/5,500( JIS ) 
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通称名（商品呼称）：スズキバーディー 50( FR 50— 6 ) 


※印はセルフスタータ付 （ 」はし仕様 


項 目 

FNO . FR 50 - 639369 〜 



原 

動 

機 

最 大 トルク 

(kg • m / r . p . m ) 

0.62/4, 000 ( JIS ) 



重 量 （ kg ) 

18.5 

兹20.5 



弁 

開 

閉 

時 

期 

吸 5 f \, 

開じ 

自動管制式 



閉じ 

自動管制式 



排 気 

開き 

67。 （ BBDC ) 



閉じ 

67° ( ABDC ) 



掃 気 

開き 

46。 （ BBDC ) 



閉じ 

46°( ABDC ) 



無負荷回転速度 （ r . p . m ) 

1，400 



潤 

滑 

装 

置 

潤滑方式 

分離潤滑式 



油ポンプ形式 

プランジャ式 



潤滑油 容量 U ) 

1.2 



冷却 方式 

空冷 



ェアークリーナ 

ろ紙式 



燃 

料 

装 

置 

燃料タンク容量 U ) 

4.0 



気 

化 

器 

型 式 

VM 14 SC 



ガス弁径 （ mm ) 

16 



ベンチュリ径 （ mm ) 

14 



空気弁形式 

手動式•ピストン式 



空 燃 比 

13 



電 

気 

装 

置 

電 圧（ V ) 

6.(-) アース 
※じ. () アース 



点 

火 

装 

置 

形 式 

マグネッ ト 点火 

※バッテリ点火 



点火時期 

2〇 /固定 BTDC / r . p.m 



断続器形式 

接点式 



進角装置の性能 

ngk bp _4 H 



点火プラグ 

nd W 14 FP 



蓄 

電 

池 

形式及び数 

6 N 4 — 2 A • 1 

※聊ァ ー 4 A * 1 



容 量 ( Ah ) 

4 ⑽ 

※ 7(10) 



充 

雷 

形 式 

※直流分巻 



発 

電 

出 力 （ V _ A ) 




機 

電圧電流 整器形式 

※チリル式 
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式チェンスフロケット 

比 2.769 


機関から変速機までの機構 


機関一減速機ークラッチー変速機 


機関から変速機までの減速比 


3.380 


形 


式 


湿式多板 • ボール 式 


動 

力 

伝 

達 

装 

置 


操作方式 


自動遠心式 


寸 法 （ mm ) 


104X80X3.0 


面積 ( cnf ) 及びネ嫩 


34 x 5 


材 


質 


、イカー コルク 


形 


式 


常時噛合式 


操作方式 


足動式 


変 

速 

比 


速 


L181 


速 


2.200 


四 


速 


1.450 


速 


五 

六 


速 


速 


式 


※セルダイナモ式 


力 （ KW ) 


※〇 .14 


キャスタ（度） 


63。 00' 


レ 


ル ( mm ) 


83 


タイヤのリム 


タイヤの形式 


タイヤの空気圧 
( kg / cm 2 ) 


前輪 


し 20-17 


後輪 


1.20—17 

(1.40—17) 


ナイロン、パイス g 、 チューブ^ 
リブタイプ、ウェアインジケータ 無 


ナイロン、バイアス構造、チューフ有 
ぐーサルタイプ、ウェアインジケータ無 


前輪 


L.75 


後輪 


2.25 


走装 
行置 


かじ取り角度 


右 


43。 


左 


43。 


1 


F R 50 
00-110 


主要諸元 
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通称名（商品呼称）：スズキバーディー 50( FR 50-6) 


※印はセルフスタータ付 （） は L 仕様 


項 目 


FNO . FR 50 - 639369〜 


形 

ーヨー 

I V/ 


，一 

速 

減 


減速機 


形出 


電動機 

始動 

装置 

電気 
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通称名（商品呼称）：スズキバーディ ー 50(FR50— 6 ) 


※印はセルフスタータ付 （ ）はし仕様 


項 目 

FNO.FR50 —639369〜 



制 

動 

装 

置 

形 式 

前 

機械 式リーディング 

トレーリング 



後 

機械 式リーディング 

トレーリング 



作動系統及び制動車輪 

2 •前 1 輪後 1 輪制動 



ライニング又は 

パッドの寸法 W 

藤輪 

105.5x25.0x3.0 



後輪 

105.5X25.0X3.0 



ライニング又は 

パッドの寸法 ( mm ) 

前輪 

26 x 2 枚 



後輪 

26 x 2 枚 



ブレーキの 胴径又は 

ディスクの有効径 W 

前輪 

110 



後輪 

110 



緩 

衝 

装 

置 

前 

fa 

懸架方式 

ボトムリンク式 



ばね形式 

コイルばね 



後 

早冊 

懸架方式 

スイング アーム 式 



ばね形式 

コイルばね 



シヨック アブ 

ソー バ 形式 

前輪 

筒形単動式 



後輪 

筒形単動式 



車 

わ 

< 

形 状 

パイプ、プレス合成 

アンダーボーン 



寸 法 ( mm ) 

48.60 xt2. 8 



騒 

立 

|| 

it 

装 

置 

消音器個数 

1 



騒 音（ホン） 

排気 

54 



加速 

71 



定速 

63 



燈 

火 

装 

置 

等 

前照燈 

個数及び色 

1 白色 



性 能 

※詰ジ喆 81 cm 2 



番号燈 

個数及び色 

1 白色 



性 能 

3 W 
« 5.3 W 



尾燈 

個数及び色 

1 赤色(制動燈と兼用） 



性 能 

^5 3 .2 W ^2 cm 2 



制動燈 

性 能 

1 赤色（尾燈と兼用） 



個数及び色 

10 W 09 „ 

※以观 92cm 



方指 

不 

向器 

フラッシャ形式 

コンデンサ式. 

点滅回数の変化有 



前面個数及び色 

2 橙色 




$Il3 

ス 3T 本 
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通称名（商品呼称）：スズキバーディ ー 50( FR 50- 6 ) 


※印はセルフスタータ付 （ 」はし仕様 



項 


巨 

FNO . FR 50 - 639369〜 




方 

向 

指 

不 

器 

前面 

性 

能 

m 8 0 器 38 咖 85 回/分 



燈 

後面 

個数及び色 

2橙色 



性 

能 

※严〇炎 38 咖 85 回/分 



火 

反 

後面 

個数及び色 

1赤色 



装 

性 

能 

30.50 



置 

射 



前 

ィ賺び色 

2橙色 



等 

側面 

部 

性能 

32¢ 



器 

後 

臟び色 

2赤色 






部 

性能 

30.5# 



警装 

報置 

警 



立 

器 

平型、電気式 96 ホン 



保視 
装野 
置確 

後 

写 

鏡 

右 

形- 

式 

ガラス•固定式 




78 X 115-800 R 



計 

速 

度 

計 

形 



式 

フロントノヽフリヽ。ネノレ 

渦電流式 



性 



能 

40 士以 km / h 0~80 km/h 



器 

走距 
離 
行計 

型 



式 

速度計に組込 



形 



式 

フロントハブ 

パネルギヤ式 



そ 

の 

他 

盗 

難 

防 

，止 

装置 

ハンドル ロ ツク式 



燃 


料 

計 

機械式メータ 




14摩 
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リードバルブエンジン 


リードバルブ吸入方式はクランクケースに有る、吸入口の内部に薄い板の弁 （ 
リード）を設け、これを吸入時の負圧と一次圧縮によって開閉する吸入方式で 
す0 


リードバルブエンジンは、ピストンが上昇してクランク室が負圧になると 薄い 


板の弁（リードバルブ）は吸い寄せられて吸入口が開き混合気が吸入され、ビス 
トンが下降し始めクランク室が次第に圧縮状態になると、リードバルブは自分 
自身の八ネカとクランク室の圧力により吸入口を塞ぎます。 

リードバルブエンジンの特徴は吸入負圧（運転状態）に応じて吸入口の開閉が行 
なわれるため出力が(特に低中速域で）安定していることです。 

従つてリードバルブ式のエンジンは小型で比較的中低速回転域を主に使う小型 



実用車などに向いた吸入方式です。 



イラストはリードバルブの基本を示したもので実車とは異なります。 
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シリンダヘッド 



★シリンダへッドは軽くて放熱効果にす 
ぐれたアルミ合金製です。 

★冷却用のフインは形状と大きさについ 
て充分な検討と数々の実験を繰り返し 
て決めたもので、高熱にさらされるス 
パークプラグ取付部や排気側をも充分 
に冷却して安定した性能を発揮します。 

★燃焼室は燃焼効率が最も良いと言われ 
る コーン 形でその中央部に スパーク プ 
ラグを取付けています。 



熱焼室容積 



シリンダ_ 


★シリンダは铸鉄製でピストンとの摺動 
部（通常のスリーブ）と冷却フィンとが 
一体になっています。 

★吸入方式がリードバルブ方式でリード 
バルブをクラッチカバ'一に設け、クラ 
ンクケースを介して吸入するタイプの 
ため、シリンダには吸入口がなく、3 
つの掃気通路と1つの排気口を設けて 
あります。 



ボア 

ストローク 

排気量 

41.0 mm 

X 37.8 mm 

49 c.a 



16摩 
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9 FR 50 
1 0-030 


ピストン- 

★ピストンの材質はハイシリコン含有 
のアルミ軽合金製です。 

★ピストン外周の肉厚は吸入側.排気 
側•ピストンピンボス部など各部の 
条件(温度 • 質量など）を考慮して変 
化させた特殊な形状にしています。 

★ビストンリング溝はトップ•セカン 
ドリングともキーストンタイプのピ 
ストンリングを組付けるため上側が 
斜面 • 下側が平面になっています。 

尚、セカンドの溝にはエキスパンダ 
ーリングを入れるためトップより深 
くなっています。 

ピストンリング- 

★ピストンリングはトップ•セカンド 
ともにキーストンリングを採用して 
います。このキーストンリングは上 
面が斜めに作られており、ピストン 
の溝とピストンリングの間に入った 
カーボンがピストンの膨脹によって 
押しつぶされてしまう為リング膠着 
が少なく安定した性能を発揮します。 




★セカンドリングの奥にはエキスパンダーリングを入れてビストンリングを張 
り出すようにしてピストンの動きを安定させエンジン音（ピストン打音）を静 
かにしています。 
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クランクシャフト 



★クランクシャフトはスズキの定評と 
される耐久性にすぐれた組立式クラ 
ンクを採用しています。 

★コン ロッドの大端はもちろんのこと、 

小端部にも二ードルロー ラーベアリ 
ングを採用して高回転にもビクとも 
しない耐久力とメカロスの少なさを 
誇っています。 

★クランクシャフトの主軸受は左右を大きなボールべアリングで受け、これま 
た耐久性に富んでいます。 
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リートノくノレノ ー ■ 

★リードバ V レブはクラ ッチカバーに 取 
付けてクランク室へ直接混合気を吸 
入する方式を採っています。 

★薄い鋼板のリードパ V レブは2枚のリ 
ードで構成しており必要にして充分 
な混合気を吸入できます。 

★リードバルブはクランク室の負圧の 
変化に応じて開閉しますのでエンジ 
ンの運転状態と吸入タイミングは理想的に合っており、初心者からベテラン 
まで乗り易いエンジンです。 

キヤブレータ- 

★キヤブレータはリー ドバルブ 50 c _ c . エンジン に合わせて セ ッ ティン グ され、低 
回転から高回転まで巾広く エンジンの 要求に合った理想的な混合気を供給し 
ます。始動装置にはスタータ方式を採用しており厳寒時にも容易に エンジン 
を始動できます。 




名 称 

略号 

仕 様 

メ ー ンジヱット 

M . J 

80 

ジヱットニードル 

J . N 

3 L 4 — 2 

二 ードノレジェット 

N . J 

E 一 6 

スロットルバルブ 

C . A 

2.0 

パイ ロツ トジ ヱット 

P . J 

15 

ェア ースクリュー 

A . S 

1 M 

バルブシート 

V . S 

1.2 

油面調整基準 

H mm 

21.5 

判 別 亥 lj 印 


35040 
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エアーク ”ーナ- 

★エアーク リーナはろ過面積を大きく取ることができ、消音効果の良いろ紙式 
のフィ ルタを分解、整備が簡単なェアークリーナケースの中に納めています。 



エキゾーストパイフ • マフフー~ ■ 

★ェキゾース トパイプと マフラーは 分 
離式で、整備性の向上を計りました。 
★静かなオートバイとして消音機能は 
もちろんのこと、出力面をも充分考 
慮しクルマの用途や性格に合ったも 
のです。 
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エンジン丨閏滑*- 

エンジンの潤滑方式はスズキの開発したスズキ CCIS ( 2サイクル分離給油方式) 
です。 


オイルタンクのオイルをエンジンの運転状態に合わせてオイルポンプで計量し 


吸入口中心部と、レフトクランクシャフトべアリングへ圧送しています。 

リードバルブ部で吸入されたオイルは、混合気の中へ粒状になって混ざりクラ 
ンク室へ吸入されます。又、クランクシャフトレフトベアリングに圧送された 
オイルはレフトべアリングを潤滑後、リードバルブ部で吸入されたオイルと共 
に コンロッド 大端部、 コンロッド 小端部、シリンダとピストンの摺動面などを 



潤滑します。 



レフトベアリング 


イラストは エンジン 潤滑の基本を示したもので実車とは異なり ます。 
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オイルホンプ 1 -- 

★オイルポンプはキックドライブギヤーで駆動されており、クランクシャフト 
が回転するとプライマリードライブギヤー、ドリブンギヤー、キ•ックアイド 
ルギヤ ー、 キックドライブギヤーを介してオイルポンプを回転させます。 



オイルポンプ取付け位置……エンジン左側後部 


★オイルポンプは2 口式で、1つの口は吸入口部へ、他の1つの口はクランク 
シャフトレフトベアリング部へ各々必要なオイル量を正確に計測して圧送し 


ます0 



■シリンダ側 

400 r.p.m 

一べアリング側 
49 s 
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ミッション 


クラッチ- 

★クラッチは湿式多板で断続機構にはボールによる自動遠心式を採用し、カウ 
ンタシャフト右側に装着しました。 

★カウンタシャフトに装置したことによって1次減速後の回転になり回転速度 
が下がっているためチェンジシヨックが非常に小さくなっています。 




トランスミッション- 

★トランスミッションは実用車に合った常時噛合3段ロータリーミッションで、 
自動遠心式クラッチとマッチし非常に乗り易く便利です。 
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そヤーンノト ー 

★チヱンジ方式は実用車に合った扱い易いシーソータイプのレバーで操作する 
3段ロータリー式で、市街地での煩雑なチヱンジ操作も苦になりません。 
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クラッチ•ミッション 
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プライマリーキック- 

★キック方式はチヱンジの位置（ミッションギヤーの嚙合い）に関係なく、キッ 
クができる扱い易いものです。 



李 ！ 25 

本 























W/ 


スパーク 

プラグ 


°0 

スイッチ 


r_ 


W/ I 


エンジン電装--- 

★エンジン電装は最も普及している方式を採用する事によって、簡単に素早く 
点検整備ができるので修理のために多大な時間を要しない便利さをねらいま 
した。 

オーソドックスなフライホイールマグネトーによって発電した電気はバッテ 
リーの充電やへッドランプ等の点燈の他、エンジン点火の為の電源となり、 
マグネートー内に設けたコンタクトポイントによって点火タイミングを取り 
イダ ニッション コイルを介して スパークプラグに 火花を飛ばします。 



点火系のみ 


フフイホイールマグネトー 


_エレクトリック傘拿爹衾診傘診爹拿$ SUZUKI 衾診ミ 


イグニッシヨンコイル 

JfeosoEci 
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ボルテージレギュレータ* 


★へッドランフ。点灯時にもバッテリーへ充分な充電ができるような大容量のフ 


ライホイールマグネトーを採用しました。 


★このためへッドランプをつけていないときのバッテリー過充電を防止し、又 
高回転時に異常に高い電圧がへッドランプバルブにかかりバルブの寿命を短 
くするのを防止するためにボルテージレギュレータを採用しています。 


ボルアージレキュレータ取付位置 . エアークリーナ部 



★ボルテージレギュレータの基本動作は図のようになっています。 



_フライホイールが回転すると発電コイルには正の電気と負の電気が交互に 
発生します。（交流電気が発生） 

籲正の電気は、1部はレクティファイヤを通ってバッテリーを充電し、1部は 
へッドランプスイッチ （0 N のときのみ）を通ってへッドランプを点灯しま 
す 。 

♦負の電気はバッテリー側はレクティファイヤで遮断されて流れずヘッドラ 
ンプ（スイッチ ON のとき）の点灯をし続けます。 

一方、レギュレータのアース端子からレギュレータ内への回路は SCR 、 及 
び Zd で閉ざされており電気は流れません。 
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籲次に負の電気の電圧が高くなってくるとやがて Zd の設定電圧に達して Zd 
が開き負の電気はレギュレータのアース端子から D—m—Z d—>R 2 を通っ 
て発電コイルへ帰る回路が成立します。 

この瞬間に0点と P 点との間には R 2 による電位差が生じ0点から P 点へ向 
って SCR のゲ ート 電流が流れ SCR が開きボルテ ージレギュレー タの アー ス 
端子から S CR を通って負の電気が短絡し電圧は急激に低下します。 

籲この電圧の低下によって負の電気 
が制御されヘッドランプへ異常に 
高い電圧がかかるのを防ぎ、更に 
はフライホイールマグネトーの特氐 
性で正の電気の発生も遅らせて バ達 
ッテリーの過充電をも制御してい 
ます。 

1 2 3 4 5 6 7 ^ 

エンジン回転数 x 1.000 r.p.m 



燈火類- 

★ヘッド ランプ、テールブレーキランプ、ターンシグナルランプ等、各種の燈 
火類は角形で明るいものを採用しました。 

これにより走行中に必要な各種の合図が他車から見やすく（被視認性の向上) 
又、夜間に於いても明るい視野の確保ができ安全走行を約束してくれます。 



耋 
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イグニッシヨンスイッチ 


★取付場所はスピードメータの斜め下 
部で操作と確認が容易で便利な場所 
を選びました。 

★ OFF - ON I - ONII の3段式です。 
OFF :駐停車時 
ON I :通常の走行 
ONII : ON I に加えてへッド、テール、 
セーフティランプを点灯する 
ことができる。 



★キーは両面タイプでどちら向きに差 
し込んでも作用しますので夜間の暗 


い場所などでも非常に便利です。 


ハン ドルスイッチボックス- 

★初心者の誤操作を防止し扱い易いようハンドルスイッチ類は、左右それぞれ 
独立させています。 
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フレーム • 


★フレームはパイプ、鋼板プレス合成 
アンダーボーンフレームを 採用して 
います。 

★乗り降りを容易にするため、アンダ 
ーボーン部を極力低くすると共に整 
備性をも充分考慮したものです。 



フロントフォーク- 

★フロント フォークは剛性が高く、バ 
ネ下重量を軽くすることができるボ 
トムリンク式です。 

★フロントショックアブソーバはコイ 
ルスプリングと油圧を併用したもの 
です。 

★クッション特性はスズキの定評であ 
り、やわらかく乗り心地が良いばか 
りか操縦安定性にも優れた性能を発 
揮します。 
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7 J > ー ル 

★ホイールは前•後輪共 1.20 X 17 (L 
仕様は後輪のみ1.40 x 17) のスポー 
クホイルを採用しました。 


前輪 

後輪 


2.25-17-4 PR 


2.25 — 17—4 PR 
(L 仕様 2.5017- 4PR) 



ブレーキ- 

★前後ともに一般的な内拡機械式ブレ 
ーキを採用しています。（リーデ イン 
ダトレーリ ング 式） 

★操作方式は前輪が右手動式で、後輪 
が右足動式です。 



ーキ ドラム径 


前輪: 110 mm 後輪: 110 mm 



/、ンドノレ 1 - 

★ハン ドルバーはパイプ製のニュート 
ラルハンドルでシャレたデザインの 
樹脂製カバー付です。 

★ハン ドルグリップラバーは疲れや滑 
りが少なくソフトでやさしいタッチ 
の材質と形状を選びました。 



系31 

3C3T^1 
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レツグシールド- 

★走行中に足もとにはね上る泥や水をよけるためレッグシールドを標準装備し 


ましたので安心して乗って頂けます。 

★レッグシールドは走ることによって受ける走行風を受け入れてエンジン部へ 
導き、エンジン冷却性の向上という大切な機能を兼ね備えています。 

★支持方式を浮動式にし、共鳴音の防止を計っています。 




(口）部 



レツグシールド 


リヤーキヤリヤ 


★シート後部には嵩張る荷物も安全に 
楽に積載できる様大きなキャリヤを 
標準装備してより扱い易いものとし 
ました。 

★表面処理はクロームメツキを施こし 
た豪華なものです。 
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フューエルコック- 

★フューエルコックはエンジンの負圧 
を利用してエンジンの運転、停止毎 
に自動的に ON — OFF の作動をする負 
圧式オートコックを採用し、わずら 
わしいコック操作の必要がありませ 
ん〇 




負圧コックは下図のようにエンジンの吸入負圧によってバルブが吸引されガソ 
リン通路が開かれる仕組になっています。 

従ってエンジンが止まってしまうと、スプリングの力でバルブが押しもどされ 
て通路を閉じます。 

この通路は ON 及び RES に使用しており、 PRI は全く別の通路でエンジン負圧に 
関係なくガソリンが流れる構造です。 


ガソリンタンク内 



イラストは負圧式オートコックを示したもので実車とは異なります。 


^33 
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フ エー エルタンク 



★フュー エル タンクはシートを開くと 
その下にあります。 

★フューエルタンクは丈夫で安全な鉄 
製としました。 

★ガソリンの残量が1目でわかるよう 
フュー エルレベルゲージを標準装備 
しています。 


フエー ルタンク容量 


4.0A 



オイルタンク-- 

★オイルタンクはフ レーム レフトカノく 
一内にあります。 

★オイルタンクにもフューエルタンク 
と同じように、エンジンオイルの残 
量が1目でわかるオイルレべルゲー 
ジを標準装備しました。 


:ンジンオイルタンク容量 


1.2 於 
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点検整備についてお願い 


クルマは常に適正な保守 • 整備を受けてその性能を維持してゆくものです。 
どんなに高品質のクルマでも使いっぱなしでは次第に性能の低下を来しいつ'九 
故障を招くことになるものです。 

又、お客様の取扱い上の不注意によって思いがけない故障が起る事もあります。 
このようにして故障の起きたクルマはもとの性能に修復するため整備に持込ま 
れますので整備の専門家として責任を持って修復に当らなければなりません。 

もし完全に修復できなかったり、一時的に良くても同じ故障が再発したりする 
とお店の信用はなくなってしまいます。 

この様な事から完全整備に努める事はもちろんのことですが次のような事にも 
充分な注意を払って整備作業に当って下さい。 


•整備に当っては火気に充分注意すること 

•整備前にクルマをよく清掃して分解部品に埃りや泥が付着しない様にする 
•パッキン、ガスケット、'〇"リング、割ピン等は組付時、新品にする 
_ボルト、ナットなどの締付順序は径の大きいものから、又内側から外側へ 
対角線上に除々に行う事を基本とし、最終的には規定トルクで締付ける 
又、弛めるときはこの逆に少しずつ弛めてゆく 
•使用する部品や油脂類は純正指定品を使用し他のものは絶対に使用しない。 
•特殊工具を必要とする作業には必ず使用すること 

•分解部品はキズの発生と紛失防止に充分注意し組付前には洗浄と適切な給 
油をする 

籲組付 後は各機能毎に作動確認を行し、再整備の防止を図る 
嫌バ ッテリー液やブレーキ液のように部品や衣服に悪影響を与えるものの取 
扱いには充分注意する 

•構造や作動原理などの整備関連知識を熟知して整備に当るのが原則である 
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点検調整 












バッテリー及びバッテリーエキゾー 
ストパイプは正しく取付けて下さい。 


1 

バッテリー 

1 バッテリー 

r 排気管 

匕 

\ 




ノ 


•重要締付個所のチニック 

安全上、非常に大切な部分を重要締付箇所として指定しています。 

新車と言えども納車前には確認、増締めして下さい。 （ 72ページ参照） 
•油脂類のチェック 

ガソリン、エンジン オイル、 トランスミッション オイル、その他の油脂類に 
ついて適正な量があるか念のためにチヱ ック して下さい。 

•タイヤ空気圧のチェック 

空気は自然に減りますので必ず指定空気圧に調整して納車して下さい。 
•ブレーキ、ハンドル、等の他電装品やその他の各部機能に異常がないか走行 
チェックをして下さい。 


F R50 
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点検調整 
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納車整備に ついて 


スズキの工場では高度な品質管理と厳重な検査のもとで新車が生まれてきます 
がこのクルマがお客様の手に渡るまでにはいろいろな流通経路をたどります。 
従って新車といえどもお客様へ渡す前に再度入念なチェックをして案心してお 
客様に乗って頂けるよう配慮したいものです。 

★納車整■のポイント 

籲バツテリーの取付 

バッテリーは即用式ですが電解液を注入後パ' ッテリー容量の乂〇の電流で電解 
液の比重が1 .26 になるまで充電したものを使用して下さい。 


点検調整 
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納車に当ってお願い 


お客様には初心者からベテランまでいろいろな人があります。 

ベテランといわれる人の中にもスズキ車ははじめてというお客様もあります。 
こんなことから納車に当ってはお客様に親切な指導をしてあげましょう。 
★取扱いの説明 

クルマの正しい使い方を「取扱い説明書」に記してありますのでこの内容を 
説明するとともにお客様によく読んで頂くように指導して下さい。 

★点検整備について（整備手帳参照） 

オートパ、イには「仕業点検」と「定期点検」がありこの制度をよく説明し、 
点検実施の指導に努めて下さい。 

籲仕業点検…クルマを使用する人が自分自身で毎日運行前に行う点検です。 
•定期点検…使用開始から1力月目と6力月目に、以後6力月毎に定期的に 
行う点検でその内容は点検整備方式に定められています。 

•整備手帳…定期点検の記録をとったり点検に関する注意等を記載した手帳 
で運行中は常に携帯するものですからお客様に説明して下さい c 
又、点検•整備をしたときはその旨を手帳に記入し、手帳がな 
い場合は購入をすゝめて下さい。 

整備手帳はスズキ代理店で取扱っています。 



堯 


整備手帳はここに 
格納してあります。 


点検調整総 


点検調整 
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仕業点検とその指導- 

車の使用者による「仕業点検」の実施が道路運送車輛法によって定められてい 
ることはすでにご承知のところですが実態としては必ずしも励行されていると 
は言えません。 

下の表は仕業点検でお客様が実施する項目ですから参考にして頂き、お客様の 
指導に当って下さい。 

★仕業点検項目一覧 


点検 項目 

点検 内容 

ハンドルの遊び、ゆるみ、及びガタ 

ハンドルバーの締付部が弛んでいないかよく点検をし、弛んでいたら、すぐ増し締めをす 
ること c ハンドルをノ 1: 心に灿かしてみてスムーズに操作できるか確認する。 

ハンドルの操作 u •介 

ブレーキの遊び 

フロントブレーキレバー、リヤーブレーキペダルは儿に 20 〜 30mm の遊びが.•しい侦です。 
これに適介しているか点検し、史にブレーキのきき U- 介がよいか疋むして確認する。 

ブレーキのきき u 介 

タイヤの•乍 Uh-: 

タイヤが呢常に縻托していないか確認するのに介わせて、 m 裂、す mu のイ】 • 無や心•などが嚙 
み込んでいないか小輪をゆっくリ迥しながら点検し、乂、 M 時に•今: U が光分に人っている 
か確認する。 

タイヤ淡の深さ }=:}以上ぁれば良ぃ。 

( 部分的な吩耗について特に賊) 

タイヤの m 裂及び m 傷 

タイヤの漭の深さ及び兇常な嗲耗 

タイヤの企诚片 • イ 1 •その他の x- 物 

クッシヨンスプリングの出傷 

liij •後クッションのスプリングは止黹か、クッションさせてみて確認する。 

排饺の色の状態 

マフラーから出る排 V v H:! の色を兄てエンジンに難がないか確認する。徘 Id 煉が異常に白い 
時はオイルが燃说韦へ人っており、取い時はガスが濃いと，？えます。 

オイル 

エンジンオイルの V: は规定 V: だけあるか、乂、使川するオイルはスズキの純||:.オイルを俾 
川するように衍塢する。 

燃科の:は 

II 的地まで充分止彳 j__ できるがぁるか確認する。 

垃火装芯の作川 

各保安部二（操作機構も穴めて）がしく作川するかどうか令てを 1 度作用させて確認す 
る。 

乂、 i リれていたり、破拟していたリしないか取 f ， l •状態と介わせて、1つ1つ手で触れて確 
認する。 

炝火装芯の w れ及び招似 

荇音器 • 方⑹衍 >j; •器の作川 

後:*/鉍の v 彩の状態 

u 射益及びナンバープレートの；リ • 

れ及び腿 

,iT 器の作川 

ゆっくり/12彳』•しながらスピードメーター、及び矜种パイロットランプを確認する。 

m H の逆:彳】•に於いて與茁が認めら 
れた阶所に兇常がないことを確認 

前"、不審に恐った所に興黹がないか確認し、興常はめ:ちに補修しなければなりません。 
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定期点検 • 


定期点検整備が大切であることをお客様によく説明して、定期点検実施率の向 
上に努めて下さい。 

定期点検には6力月点検と12力月点検があり、これを6力月毎に繰り返し行う 
ことになっています。 

この6 • 12力月点検項目については下表の通りです。 

★点検整備方式 


点検整備項目 

点検整備時期 

判定基準 

備 考 

新 

車 

1 

か 

月 

自家用 

事業 用等 

6 

か 

月 

毎 

12 

か 

月 

1 

か 

月 

毎 

3 

か 

月 

毎 

12 

か 

月 

毎 

か 

じ 

取 

装 

芯 

ハ 

K 

ル 

遊びゆるみ及びがた 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



报作 U . 介 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



か 

じ 

ホ 

1 

ク 

nm 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



ホーク•スピンドルの 取 fi •状態 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


ステアリング 
ステムを/パ-す 

ホーク•スピンドルの 袖 受部のがた 

〇 


〇 



〇 


ステアリング 
ステムを，バす 

制 

勋 

装 

置 

ブ 

レ 

1 

キ 

ぺ 

ダ 

ル 

遊び及び踏込んだときの咏板との 
すき問 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

遊びフロントブレーキ 

(レ八一式）20〜30_ 

リヤーブレーキ 
(ペダル忒）20〜 30 mm 


ブレーキのきき u 介 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



ロケ 
ヴ1 

ドブ 
及ル 
び類 

ゆるみ、がた及び mm 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



ブ. 

レ 

1力 
キム 

_ 






〇 



ブブ 

レレ 

ド • 

2シ 
及ュ 
び丨 

シューの摺#部分及びライニング 
の摩耗 



〇 


〇 

〇 

標咿外作 109.2 mm 
使川限度 106.0 mm 

「インジケ 
ーター 式 j 

ドラムの 1 ゲ耗及びす um 



〇 



〇 

標咿抒 110.0 mm 
使川限度 110.7 咖 





点検調整総 


点検調整 
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点検整備項目 


点検整備時期 


自家用 


事業用等 


判定基準 


備考 


フトク 
口 •ス 
ンアル 


m 裂、拟傷及び変形 


〇 


リクハ 
ャスウ, 

•ルご 
ア•グ 


电裂、拟傷及び変形 


〇 


リヤ•アクス 
ルを w す 


/il 


U 


装 


芯 


タイヤの•乍奴1|_: 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


前輪 2. 25—17— 4 PR 
後輪 2.25 — 17— 4 PR 
(2.50—17—4 PR ) 

一 ( 'IW.Vkg/cm 



前輪 

後輪 

1お乗十. 

•般 

1.75 

2.25 

“速 

一 

一 

2 8乗十: 

•般 

一 



タイヤの亀裂及び扣傷 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


タイヤの洮の深さ及び妈常な摩耗 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


残满前餘〇 .8 mm まで 
後輪 0.8 mm まで 


タイヤの金祕片、心•その他の兜物 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


クリップ.ボルト及びハブ.ボル 
卜のゆるみ 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


フロントアクスルナットの締付 

トルク 2. 7〜 4.3 kg —m 

リヤアクスルナットの締 f , l •トル 

2 . 7 ~ 4 .3 kg — m 


リム、サイド.リンク及びホイ- 
ル •ディスクの 拟 傷 グ 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


ホイール.リムの振れ、リム端で 
フロント•ホイ_ル•リム 

横报れ 3 ram 以ド 
縦报れ SmmWT 

リヤ•ホイール • リム 

横振れ 3 mm 以ド 
縱振れ 3 mm 以ド 


フロント•ホイール.ベアリング 
のがた 


〇 


〇 


〇 


〇 


リヤ•ホイール•ベアリングのがた 


〇 


〇 


アクスル•ナ 
ット、アクス 
ル•ホルダを 
/ J •くす 


1 


点検調整 


点検調整 
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点検 整備 時期 

判定基準 

備 考 


新 

自家用 

亊業用 等 

点後 s m 項日 

車 

1 

か 

月 

6 

か 

月 

毎 

12 

か 

月 

毎 

1 

か 

月 

毎 

3 

か 

月 

毎 

12 

か 

月 

毎 

緩 

シ • 

ャば 

シね 

nm 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


クッションス 
プリングを//く 
す 

術 

装 

\n 

取违 

付 

部結 
及 

び部 

取付部（ブラケット部を除く）の 
ゆるみ及びす mii 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



违結部のがた 



〇 



〇 


サスペンショ 
ンアームを穴 
む 

シア 

ヨブ 

ッソ 
ク1 

•バ 

汕敝 



〇 


〇 

〇 



nm 



〇 


〇 

!〇 



取付部のがた 



〇 


〇 

〇 



動 

力 

伝 

達 

装 

置 

クト 

パ 

ッ X 

チッ 
及$ 
びン 

クラツチの作 hi 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



トランスミツシヨンの汕恥れ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



トランスミツシヨンの操作機構の 
がた 



〇 



〇 



チス 

エブ 

1 口 
ンケ 
及ッ 
び卜 

チェーンのゆるみ 

〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

センタースタンド使⑴時 
ム i 人报幅10 ~ 15 mm 


スプロ ケッ トの取 f.i •状態及び嗲耗 



〇 



〇 



屯 

i<i 

装 

置 

点 

火 

装 

萬 

断続器の状態 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ドエル アン グル 205°〜225° 
ポイントギャップ 0.3 〜 0.4 rom 


点火ブラグの:•犬態 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

プラグギャップ 0.6 〜 0.7 mm 


点火時期 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

BTDC 

20°/1，400 r.p.m 


充装 

，.請 

充電作⑴ 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



バ 

ツ 

テ 

1 

夜斌 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

液向•レベル H~L 間にあること 


液の 比 承 



〇 


〇 

〇 

液面 20 °C のとき 
比 東 1.22 〜 1.26 


窀 

>d 

fid 

命 

接続部のゆるみ及び打 mi - 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




点検調整 


点検調整 























































mm - )j\n] 

衍小器のみ 


m \\ 00000 

•; リれ及び拟似 


F R50 
00-080 


点検調整 
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Hii 


仙 


点検整備項目 




かかり II 令， k び％ 


诋速及び加速の状態 


似の状態 


エア•クリーナ•ェレメントの状態 


シリンダ•へッド及びマニホール 
ドれ部の締付 


h : 縮 h : 力 


点検整備時期 


〇 


〇 


〇 


自家用 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


搴業用等 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


判定基準 


アイドリング |" Hi ム数 
1 ,400 r . p.m 


シリンダへッド（冷 IIIJ ) 
0.6 — 0.9 kg —m 

マニホールド（冷間） 

0.9 — 1.4 kg — m 


備 考 


a •龙点検にあ 
つては俳 w の 
色のみ 


5 H キック時 



h : 縮 hJj 限度 

ぼ! 

1 CYL 

2 CYL 

シングルキャブ 

5.6 

- 

- 


潤 

沿 

焚 

\n 


汕恥れ 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


オイルの w れ及び w 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


!_1:のみ 


機 


燃 

n 

装 

芯 


燃料如れ 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


キャブレータ矜部の;ひれ 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


キャブレータのスロットル.ノ <ル 
ブ及びチヨーク.バルブの状態 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


キャブレータの,岡格の状態 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


燃料フイルタの j / i まリ 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


デフロスタ 
衍••小ね及び 
5* '■!r'(i;f• "Ini 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 




0 


份火装 i. Y .: 
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点検整備項目 

点検整備時期 

判定基準 

備 考 

新 

車 

1 

か 

月 

自家用 

事業用等 

6 

か 

月 

毎 

12 

か 

月 

毎 

1 

か 

月 

毎 

3 

か 

月 

毎 

12 

か 

月 

毎 

後及 U 

つ/射 

w の状態 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


後 V 銳のみ 

器 

作，11 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



エバ 

キイ 
ゾプ 
丨.及 
スび 

トマ 

•フ 

ラ 

取付けのゆるみ及び imu 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



マフラの機能 



〇 


〇 

〇 



_1(枠及び 

1( 

ゆるみ及び 

〇 


〇 


〇 

〇 



そ 

の 

他 

シャシ矜部の給汕胎状態 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




定期交換部品（油脂類含む） • 


車輛を構成する部品のなかには残り寿命の判断が困難であったり、或いは経時 
変化するため使用頻度と関係なくある一定期間に寿命に達するものがあります。 
従ってこれらの部品は定期的に交換しなければ車輛の安全を確保することはで 
きません。定期的に交換を必要とする部品は下記の通りです。 


ブレーキケーブルの交換 

2 年毎 

フューエルホースの交換 

4 年毎 

トランスミッション オイ ルの交換 

初期 1 ， 000 km 毎以後 5 ， 000 km 毎 




点検調整 
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C C I S オイルポンプ•ホース内のエアー抜き 

★オイ ルタンクから オイ ルポンプまで 
の ホース 及び オイ ルポンプ内の エア 
一 を抜く為に図の位置に エアー 抜き 
ビスを設けてあります。 

★オイルポンプの交換や脱着をしたら 
必ずビスを弛めエアーを抜き取る 

★次にオイルポンプより エンジン 側の 
ホースはエンジン ラ ッパ 等で オイル 
を ホース 内へ圧送し ホース 内にオイ 
ルを充満させてから組付ける 
エアー クリ ーナの 清掃- 



★エアークリーナはろ紙式のエレメン 
卜 を採用しています。 

★ケース内よりエレメント単体を取り 
出してその状態を目視で確認し清掃 
又は交換の処置をする 
★清掃にはエレメント全体に振動を与 
えて大きなゴミを取り除いたあとエ 
アーガンなどでろ紙部分を吹き、目 
詰まりしている ホコリ を吹き飛ばす。 
★ホコリ がきれいに取れない時や油分 



FR50 

10-010 


点検調整 


の汚れがひどい時、ろ紙部が破れた 
りエレメントが破損しているとき等 
は交換してください。 












食拿拿 SUZUKI 衫れ拿れ拿拿拿^^^^ 


c cI s オイル消費量の測定_ 


★エンジンを 暖機後オイルタ ンクから 
パイプを外し、オイル ゲージを 取 付 
け、 ゲージに オイルを注入する。 
★エンジンを 始動し エンジン 回転を2, 
000 r.p.m にセツトする。 

★オイルポンプコントロールレバー专 
全開にし2分間連続運転した時の才 
イル 消費量を読み取る。 


エンジン私2 . 000 r.p.m コントロールレバーセ閒で 

2分四迚銳迚紅 0.37-0.41 cc 


CC IS オイルゲージ 

0990 0—2 1601 



オイルポンプコントロールケーブルの調整 

★オイルボンプは中間合せ方式を採用 
しております。 

★キャブレー タエ アーイ ンレツ ト ホー 
スを外し、スロットルグリップをゆ 
つくり廻してゆくと スロツ トルバル 
ブに丸い凹みの合せマークが見えま 
す。この合せマークの上端がキャブ 
レータボアの上端に合致した所でス 
ロットルグリップを止める。 

★この時オイルポンプボデーとコント 
ロールレバーの刻印が合致する様に 
コントロールケーブルアジャスター 


を調整する, 





CCIS オイル消費 


点検調整 
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■拿拿拿拿拿拿拿拿.金 SUZUKI 金.ミ 

シリンダコンプレッシヨンの測定- 

★エンジン各部にオイルが廻るようにエンジンを運転する0 

★スパーク プラグを取外してシリ ンダコン プレッシヨンゲージを取付ける。 

★スロットルグリップを全開にしてキックペダルを力一杯に繰り返し5回踏み 
降ろしたときのゲージの指示値を読み取る。 




点検調整 
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ミッションオイルの点検と交換— 

★ミッションオイル量の点検は図に示 
したオイル レベル ビスを取外し、 ネ 
ジ穴の面までオイル面があるか確認 
してください。（車体を少し傾けたと 
きにオイルが出れば良い。） 

★ミッションオイル注入口、ドレンプ 
ラグは右図のところにあります。 

5,000 km 走行毎に交換してください。 


スズキギヤーオイル2輪：中:用 




クラッチイン•タイト回転の点検一 1 

★エンジン回転計をセットする。 

★クラッチイン . エンジン回転を少しずつあげてクルマが発進する暖間の 

回転数を読む。（ローギヤーで行う） 

★クラッチタイト 前後ブレーキを完全に効かせスロットルを全開にしたと 

きのエンジン回転数を読む。 （ロー ギヤ-で行う） 



クラッチイン回転数 

(発進する瞬間） 

2,200〜2, 700r.p.m 

クラッチタイト回転数 

( 後輪ロック\ 
k スロッ トル全開ノ 

2,500〜3, lOOr.p.m 


エンジン回転計 
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点検調整クラッチ•ミッション 


点検調整 























拿拿拿.拿毒拿毒拿金 SUZUKI 金拿ミ 


ドライブチヱンの点検 ■ 


★アッパーチェンケース中央部のゴム 
キャップを外してドライブチェンを 
上下に振ってゆるみを点検する。 

★調整はリヤーアクスルシャフト、卜 
ルクリンクの締付け部を弛めチェン 
アジャスターで調整する。 

このときリヤーホイールが真直ぐに 
なる様に注意する。 

★弛めた箇所を確実に締付けてからホ 
イールをゆっくり廻しながら全体に 
渡ってゆるみが適正でスムーズに回 
転するか確認する。 



■him 注意 mi 卜 


ドライブチェンにホコリや泥などが 
附着していると損耗を促進させます 
ので汚れも取り除いてください。 

5 0 0 km 走行を目安に点検を行って 
ください。 


10 〜 15 mm (センタースタンド使用時） 




ライブチェンのゆるみ 


FR50 

20-020 


点検調整クラッチ•ミッショ 


点検調整 
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爹拿李 SUZUICI 參參$$$診傘 


点火時期の点検と調整 1 


★スパークプラグを取外してタイミン 
グ ゲージを 取付ける。 

★コン タクトポイントのリード線(黒） 

とアース 間に テスターを 接続する。 
★フライホイール ローターを ゆっくり 
手で正規の回転方向へ廻しながら夕 
イミング テスターが 発信する位置を 
探しこの位置でタイミング ゲージを 

読み取る。 

★更に正方向へローターを廻してゆき 
タイミングゲージの針の動く方向が 
逆になる位置を読み取り、この間の 
寸法が所定の寸法になる様ステータ 
又はポイントの位置を調整する。 
コンタクトポイントの点検- 


★ポイント面に汚れ、摩耗、片当りは 
ないか、又ヒール部の摩耗はないか 
点検します。 

★異常時はコンタクトポイントを交換 
するか、ペーパー又はヤスリで修正 
する。 


5 0 
010 


クトリック 



上死点前 20 土 2 ° 

点火時期 

ピストンストローク 

1 • 15〜1 ,72 mm 


タイミングゲージ：品番09931 —00112 
タイミングテスター：品番09900 —27003 



H 


liLJ 

[i. 

ィく良 

小良 

A 




点検調整 







































(ポケットテスター) 


★充電電流はバッテリーの直前に直流 t - - -- 

を用いて回転を計りながら充電電流値を読み取る。 

★この測定を行うときは満充電バッテリーを使用し、イグニッション関係を除 
いた全ての負荷を取り除いて下さい。 


■拿拿毒*金毒金毒#金 SUZUKI 拿拿寒 


FR50 

30-020 


標準的清掃 

• 交換時期 

清掃 5,000 kmffi 

交換 10,000 kmffi 







適正 

(黒っぽい） （茶褐色） 


t • ぬ ). 

焼けすぎ 
(白色） 



I ：流計を直列に接続し、エンジン回転計 


スパークプラグの点検 ■ 


★電極 • 絶縁碍子などが汚れたり破損、 
変形などしていないか目視で点検し 
汚れている場合はプラグクリーナや 
ワイヤーブラシで掃除をする。 

★中心電極と接地電極の隙間をプラグ 
ギャップゲージで 測定し、正しい隙 
間に調整する。 



NGK 

日本電装 

標準プラグ 

(IS m ^ ft - • fr ) 

BP 4 H 

W 14 FP 

くすぶり気味のとき 

( 冬期や短距離 • 低速走行が多いとき) 

BP 2 H 

W 9 FP 

焼け気味のとき 

( 紅埘や似 li 離必速 • く f •坂如 j •が多いとき） 

BP 6 H 

W 20 FP 


0.6 〜〇 .7 mm 


充電電流の測定 


スパ—クプラグ 

園 


点検調整 
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拿拿衾 SUZUKI 拿診診參衾拿拿爹衾診 


フロントブレーキの 点検_ 


★フロントブレーキレバーの 遊びは レ 
バー先端で見る。 

★遊びの調整は フロントブレーキ ケー 
ブル先端のアジャスターで行う。 



リヤーブレーキの点検 


★ブレーキペダルの高さは正常か点検 
する。 

★ リヤーブレーキペダルの遊びは適正 
か点検する。 

★遊びの調整は リヤーブレーキロッド 
後端のアジ ヤス ターで行ないます。 



ブレーキシュ 


★ブレーキシューはドラム内に入って 
いて外側から摩耗具合が点検できない 
ので、ハブパネルにあるインジケー 
ターで確認する。 

★ブレーキぺダルを一杯沓み込んだ状 
態でブレーキカムに設けてある刻線 
がハブ パネル 側の使用範囲に入って 
いるか確認する。 


%. 


20〜30刪 





20~ 30mm 



) 刻 印％^^ 
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点検調整 


FR50 
4 0 -.0 1 〇 


点検調整 


















FR50 
4 0-020 


点検調整 


拿拿參多拿傘拿李拿參 SUZUICI 多拿名 


ステアリングへッドの点検^ 

★フロン トフォークの車体への取付状 
態で締め過ぎたり、ガタがないか点 
検する。 

★ハンドルを左右に動かして点検する。 
重くなるところはないかヽ 
引っ掛りがないか / 

★前輪を浮かせハンドルを自然に倒し 
た時、ストッパーに当って軽くはね 
返るか。 

★フォーク先端を持ち前後方向にカタ 
がないか振ってみる。 

★ハンドルが重かったりガタがある時 
はステアリングステムナットで調整 
する。 

-11111 注意 HIM - 

調整ができない時はグリス切れや 
傷が考えられるので分解点検する 



畫 


点検調整 
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爹拿金 SUZUKI 拿拿診拿李.拿拿爹拿 


ホイールの点検_ 


★ダイヤルゲージをリムの内面及び側 
面に当ててホイールを静かに廻しな 
がらリムの振れを読み取る。 
★ホイールの両端を手で持ち左右に振 
つてみてべアリングにガタがないか 
確認する。 

★ガタの点検はホイールを少しずつ廻 
して数箇所で判断する。 



タイヤの点検 • 


★タイャの亀裂 • 損傷 • 局部的な異常 
摩耗•残り溝の深さについて点検す 
る。 

★残り溝の深さはディブスゲージ又は 
ノギスなどで測定する。 

★タイ ヤの 摩耗限度は一般道路に於い 
て 0.8 mm ですが苛酷な走行をすると 
きには更に安全を保つため1 .6 mm 以 
上の溝の 深さが残 っ ているタイ ヤの 
使用をおす、めします。 

★タイヤ空気圧が適正か点検する。 




刖•後輪とも0 .8 mm (前•後輪とも1 .6 mm ) 

21543-11100 


耗限度 


タイヤ空気圧 


ムの振れ 


点検調整 


点検調整 
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エンジ 


拿拿衾冬参金$参多參 SUZUKI 


シリンダへッドの平面度の点検^- 

★スパークプラグ 穴の附近やその他各部に亀裂や損傷がないか点検する。 
★ストレートエッジとシックネス ゲー ジを用いてシリンダへッド合せ面の平面 
度を点検し、歪みのある場合は定盤上で修正する。 


ストレートエッジ 




シリンダの平面度の点検- 

★シリ ンダ摺動面の異常な傷、及びその他各部に亀裂などがないか点検する。 
★シリンダの上面の平面度を図のようにストレートエッジとシックネスゲージ 
で測り歪みがあれば定盤等で修正又は交換する。 


ストレートエッジ 




シックネスゲージ 


園 


ンダの平面度 


ンダへッドの平面度 


F R50 
1 0-01 0 


分解点検 


分解点検 


54 



























分解点検 


FR50 
1 0-020 


SUZUKI 參爹參金參傘爹拿參金 


エンジン 


シリンダの内径の点検 


★シリンダの摺動面の摩耗量をシリンダゲージで測る。 

★測定はクランク軸と直角方向の上、中、下、3箇所をそれぞれ行う。 




リンダゲージ 


ピストンの点検 ■ 


★ピストンに摺動傷、打痕、亀裂などがないか目視点検する。 

★ピストンの下端から 23 mm 上ったところでピストンピンと直角方向の外径をマ 
イクロメータで測定する。 




堯 
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ンダの内径 


分解点検 





























エンジン 


拿拿拿參琴爹参拿參参 SUZUKI 拿拿名 


ビストンピン穴の内径の点検"- 

★ピストンピン穴の内径をキレイにしてからシリンダゲージを用いて内径を測 
定する。 

★測定は上下方向と横方向を各々測る。 




ピストンピンの点検- 

★ピストンピンに摺動傷、異常摩耗がないか目視で点検する。 

★マイクロメータ を 用いて 両端と中央部の3箇所をそれぞれ十字方向に合計6 
回測定する。 




1 


.ンピン穴の内径 


FR50 
1 0-030 


分解点検 


分解点検 
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象拿參 SUZUICI 參金衾.診拿拿拿金拿 


分解点検 


X 


ンジン 


FR50 

0-040 


ピストンリングとリング溝の隙間の点検 一 

★ビストンのリング溝、及びビストンリングのカーボンを除去する。 

★ピストンヘリングを組付けピストンのリング溝とリングの間に生じる隙間を 
シックネス ゲージで 測る。 

★測るときリングをピストンへ押し付けリングの下側で測る。 



ビストンリングと 


リング溝の隙間 

標 

1 St 

0.02〜0.06 


mm 

準 

2 nd 

0.02〜0.06 mm 



シックネスゲージ 


ピストンリングの自由合い口隙間の点検 一 

★シリンダを外した状態でビストンリングがビストンリング溝上を自由に動く 
か確認してからビストンリングの合い口に余分な力がかからないようにして 
ノギスを用い隙間の大きさを測る （2 〜3度測ってみること） 


ビストンリングの 
自由合い口隙間 



1 st 4.5 ( R 刻印） 

標 

5.0 ( T 刻印）_ 

準 

2 nd 4.5 ( R 刻印） 


5.0 ( T 刻印 ） imn 

限 

' lst 3.6( R 刻印） 

4.0( T 刻印） mm 以下交換 

度 

Znd 3.6 (R 刻印） 

4 . 0(T 刻印） mm 以下交換 




分解点検 




























エンジン 


拿拿拿*傘拿$拿傘$ SUZUKI 冬拿名 


コンロッド小端の振れの点検^- 

★クランクシャフトを固定し、 コン ロッド小端部へダイヤルゲージを当てて横 
方向へ コン ロッドを振りダイヤルゲージの指示を読む。 




クランクシャフトの振れの点検- 

★クランクシャフトのべアリング挿入部を“ v ” ブロックで支えてゆつくり廻し 
ながらクランクシャフトの端の部分へダイヤルゲージを当てて振れの量を測 
る。 




ッド小端の振れ 


分解点検 


分解点検 


























分解点検 


FR50 
1 0-060 


爹拿診 SUZUKI 參診參拿診衾參拿診金1 


X 


ジ 


コンロッド小端の内径の点検 ■ 


★ピストン、ビストンピンべアリングを取り外してコンロッド小端摺動部分に 
異常摩耗、摺動傷がないか点検する。 

★ダイヤルキャリパーゲージを用いて穴径を測定する。 

★測定は上下方向と横方向に行う。 



標 

準 

16.003〜16.011 

mm 

限 

度 

16.040 

mm 以上交換 



コンロッド大端のスラスト隙間の点検 一 

★クランクシャフトを固定しコ ンロッ ド大端の根本部へダイヤル ゲージを 当て 
る。 

★コン ロツ ドをスラスト方向に動かしダイヤルゲージを読み取る。 
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ッド大端のスラスト隙間 


ツ ド小端の内径 


分解点検 


























X 


ンジン 


拿拿拿拿拿拿拿拿爹拿 SUZUKI $拿豸 


リードバルブの取扱い- 

★クラッチカバー前部内側にはリード 
バルブが取付けてあります0 
★クラッチカバーを置く時カバーのク 
ランクケース合せ面を下にして置く 
と、ガイドが当って曲がる事があり 
出力低下の原因になりますのでカバ 
一を置く時には充分注意してくださ 

い0 

★リードバルブ•とバルブシート面の間 
にゴミやホコリが附着しないよう保 
管すると共に、組付前にはよく洗浄 
をする。 

油面調整基準の点検- 


分解時ビスにネジロックを塗布する 



★キャブレータのフロー トチャンバー ボデ ーを 取り外す。 

★ キャブレータを逆さまにしてフロートを一旦持ち上げてからゆつくり下げて 
来て フロー トアームとフロートバルブが接触したところでフロートを止める。 
★図のようにフロー トの高さをノギスで測る。 


21.5 mm 


フロートの自重をかけないこと 



■ 


油面調整基準 


F R50 
1 0-070 


分解点検 


分解点検 
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分解点検 


FR50 
20-01 0 


家零拿 SUZUKI $奪拿拿 


クラッチ•ミッション 


プライマリーギヤーバックラッシュの点検- - — — 

★ギャーの 当り面に異常な傷や摩耗がないか目視で点検する。 

★スモール テスタ又はダイヤルゲージを用いてプライマリギヤ ーのバッ クラ ッ 
シュを測定する。 


0.02〜0.07 


) 1 ^ 

mm 以上交換 



クラッチ隙間の点検"- - ' 

★クラッチ隙間が適正でないと発進時のエンジン回転数が狂い出力がないよう 
に感じたり、クラッチ滑りを起したりします。 

★クラッチ組付状態でクラッチ板を一方向に寄せ付けシックネスゲージを用い 
てクラッチ板隙間を図る。 




隙間 1.4 ~1.8mm- 


1 





クラッチ隙間 


mm 


ブライマ 


ーギヤーのバックラン 


分解点検 

















































































クラッチ•ミッション 


拿拿拿参金拿診拿李參 SUZUKI 金拿名 


クラッチドライブプレートの点検- 

★ ドライブプレートに異常な焼損や亀裂がないか目視で点検する。 

★ ドライブプレートの爪の部分に段付の摩耗がないか目視で点検する。 
★ ドライブプレートの接触面にある溝のつまりがないか点検清掃する。 
★ノギスを用いてドライブプレートの厚さを測定する。 



標 

準 


2.9-3,1 


2.6 


mm 以下交換 



^ドライブプレートを定盤の上に置きシックネスゲージを用い、定盤とドライ 
ブプレートの間に生じる隙間の最も大きい部分を測定し歪みの程度を掴む。 


標 

準 

0〜 0.1 

mm 

限 

度 

0.4 

mm 以上交換 


ぐ.‘.， j , 


IBMiBBMrifffl 圓國 I 國 111 門 

■ ■ 
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ドライブプレートの歪み 


イブプレートの厚さ 


FR50 

20-020 


分解点検 


分解点検 

































食拿拿 SUZUKI $拿金傘衾拿參拿爹拿 


フフツチ•之ツシヨ 


クラッチドリブンプレートの点検 ■ 


★ドリブンプレートに異常な焼けや摺動傷がないか目視で点検する。 
★ドリブンプレートを定盤の上に置きシックネスゲージを用い、定盤とドリ、 
ンフレートの間に生じる隙間の最も大きい部分を測定し歪みの程度を摑む c 



クラッチ隙間調整用ドリブンプレートに ついて. 


★クラッチドライブプレート及びドリブンプレートについて各々の点検をした 
結果、それぞれに異常がなくてもクラッチ隙間が標準値から外れる場合には 
クラッチ隙間調整用のドリブンプレートを用いて厚さの異なる物を適当に組 
み合せ適正隙間に調整をする。 


ドリブンプレートの歪み 


FR50 

20-030 


分解点検 





分解点検 

































クラッチ•ミッション 


毒•拿拿•拿拿拿拿拿 SUZUKI 拿拿名 


クラッチスプリングの自由長の点検- 


★クラッチスプリンダのフック部をはじめ各部に異常な損傷がないか点検する。 
★クラッチスプリング単体でスプリンダに荷重がかからないよろにしてノギス 
で自由長を測る。 




トランスミツシヨン（スチールボール) 

★ドライブシャフトとトップドリブン 
ギヤー部にはスチールボールが1列 
に4個、合計24個入っています。 

★組付け時はドライブシャフトにトッ 
プギヤーを挿入し、片側のワッシャ 
を右または左に回し スチールボール 
を3列に各4個入れます。 

次に残りの3列に各4個を入れます。 



ツチスフ 


ングの自由長 


F R50 
20-040 


分解点検 


分解点検 
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分解点検 


FR50 

20-050 


家.$ SUZUKI 多拿傘拿 


ンフツチ•：：ツンヨン 


ギヤーシフトフォークの爪の厚さの点検- 


★ギヤーシフトフォークの爪の部分に異常な摺動傷がないか点検する。 

★マイ クロ メータを用いてギヤー シフ ト フォークの 爪の部分の厚さを測定する。 



標 

準 


D .4 — D. 5 ram 


No .2 


id . 4〜5 .5 mm 


ギヤーシフトフォークとフォーク溝の隙間の点検* 


，トランスミッションギヤーのシフトフォーク溝へギヤーシフトフォークを差 
し込み溝とギヤーシフトフォークの爪の間に生じる隙間の大きさをシックネ 
スゲージを用いて測る。 



ギヤーシフトフォークと 

フォーク溝の隙間 

標 

準 

0. 24 〜 0.40 mm 

限 

度 

0.8 

mm 以上交換 



琴65 

スス:本」 


分解点検 































エレクトリック 


拿拿拿爹拿拿拿拿傘拿 SUZUKI 拿拿名 


ボルテージレギユ レー タの点検- 

〔ボケットテスター使用のとき〕 
★ボルテージレギュレータの端子と、 
ケース間に導通がないかポケットテ 
スターを用いてチェックする。 


端子とケース間に導通がなければ良好 


2 回以上繰り返しテストする, 

-llllllllll 注意 



テスターの ㊉㊀ 端子を当て変えてチェックしますが、テスターによるチェ 
ックが良好でもトランジスタ回路、ツヱナーダイオード回路による影響が 
殆んど表れませんので、パ'ッテリー（電源）にてのチェックもしてくださ 

い。 


〔バッテリーを使用のとき〕 

パ' ッ テリーに電球 （ 3 〜 10W ) を接続し下図要領でチヱックする。 
但し、電圧設定値の判定はできません。 


6 V ： 


X 


点燈しない 


Wt 



X 


12V 


点燈しない 


m 


-iiiiiiiiii>± igiiiiiiiiii- 


電球はバッテリー電圧と同等又は以上の電圧値のものを使用すること。 
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3ジ”。分解点検 


分解点検 















































爹拿拿 SUZUKI •拿#$毒拿# 


分解点検 


エレクトリック 


イグニッシヨンコイル抵抗値の点検 ■ 


★イ グニッシヨン コイルを図のようにポケットテスターに接続して 1 次、 2 冰 
の各抵抗値を測定する。 


〔〕はセル付 


イグニッシ E 

ヨンコイル抵抗値 

次 

1.65〔4 〕Q 

次 

4:8〔8.8 〕K Q 



イグニッシヨンコイル飛火性能の点検一 

★イグニッシヨンコイルを図のようにエレクトロテスターに接続して飛火性能 
をテストする。 

★尚、簡易法として現車の状態でハイテンシヨンコード先端からシリンダへッ 
ドなどへ火花を飛ばして性能確認をしてもよい。 



イグニッシヨンコイル 

飛火性能 


8 mm 以上 


使用する エレ ク トロテスター 

スズキ品番09900 —28107 



分解点検 































30 ^ 0 〇 30 分解点検 


エレクトリック拿傘拿拿傘拿金拿拿参 $ UZLM ぐ■金金$ 


ステータコイル抵抗値の点検- 

☆ポケットテスターを用い充電 コイル、 ランプ コイル、 点火 コイルの 各抵抗値 
を測定する。 


ステ ータ 

コイル抵抗値 

アース ㈠ 黄 

0.3Q 

アース e 白赤 

0.55Q 

アース ㈠黒黄 

1.45Q 



レクテイフアイヤの点検- 

☆レクティファイヤは電気を一方向に通し逆方向へは通しません。 

☆ポケットテスターで端子の㊉㊀を交互に接続してみて一方向で導通があり他 


方向で導通がないのが正常です。 



































分解点検 


FR50 
40-0 1 0 


爹傘衾 SUZUKI 參傘参拿$拿$拿拿拿 


mm ぐ 

了 


ドライブチェンの20ピッチの寸法の点検- 

★リヤーアクスルシャフトをゆるめチェンアジャスターを一杯に引いてドライ 
ブチヱンのたるみがなくなる様に張る。 

★ドライブチヱンの20ピッチ （21 ピン間）の寸法を測定する。 


ドライブチェンの20ピッチ 


の寸法 

標 

2.54 

準 

mm 

限 

257.8 

度 

mm 以上交換 

チヱンサイズ 


1 

420 



ブレーキドラムの点検 ■ 


★ブレーキドラム各部に亀裂 • 損傷がないか点検,する。 

★ブレーキシューとの摺動部分に溝状の深い傷がないか点検する。 
★ブレーキドラムの摺動部の内径を測って摩耗程度を判断する。 




標 

前輪 

110.0 

mm 


後輪 

準 

110.0 


mm 


前輪 

限 

110.7 


mm 以上交換 


後輪 

度 

110.7 


mm 以上交換 



分解点検 





























ブレーキシューの 点検 


★シューのリターンスプリング穴附近やその他に亀裂、損傷、磨耗がないか点 
検する。 

★ブレーキシューをパネルに正しく取付けブレーキカムが完全にもどった状態 
でのブレーキシューの直径を測る。 


ブ 

レーキライニングの寸法 


前輪 

標 

109.2 


mm 


後輪 

準 

109.2 


mm 


前輪 

限 

106.0 


mm 以下交換 


後輪 

度 

106.0 


mm 以下交換 



ブレーキシューリターンスプリングの点検_ 


★ブレーキシューリターン スフ。 リ ングのフッ ク部やその他に亀裂や曲がりなど 
の損傷がないか点検をする。 

★スプリング単体を図の様にノギスで測る。 



レーキシューリターンス プリ 
リ ングの自由長 



前 


標 


31.2 mm 

準 

後 

31-2 mm 以上交換 


F R50 
40-020 


分解点検 


wmmC' 


拿毒拿拿♦拿拿毒拿拿 SUZUKI 拿拿凄 


分解点検 




























爹拿衾 SUZUKI $拿金拿$傘金拿金傘 


締付トルク 


1 


FR50 
90 - 01 0 


整備資料 


籲エンジン関係締付トルク 


(単位 kg — cm ) 


締付トルク 


•一般的な締付トルク 


強カボルト 


mm 

kg — cm 

Kg —cm 

4 

10〜15 

15〜25 

5 

20〜30 

30〜50 

6 

40〜60 

60〜90 

8 

90〜120 

150〜200 

10 

200〜250 

300〜370 

12 

350〜400 

500〜650 

14 

600〜700 

900〜1，000 

16 

900〜1,000 

1,400〜1，700 

18 

1,400〜1,600 

2,100〜2,500 


圈 


シリンダーヘッドナット 

6 

60〜90 

シリンダーナット 

6 

60〜90 

クランクケースボルト 

6 

60〜100 

フライホイールロー ター 

10 

300〜450 

クラッチスリーブハブナット 


200〜300 

プライマリードライブギヤーナット 


360〜500 


整備資料 
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F R50 
90-020 


整備資料 


使用油脂一覧 


m 

フロントアクスルナット 

1 

270〜 430 kg-cm 

■ 

フロントブレーキカムレバーナット 

1 

50〜 80 kg —cm 

—(. 3 )— 

フロントサスペンションロアーナット 

1 

100〜 150 kg —cm 


フロントサスペンションアームピボットナット 

1 

200 〜 300 kg —cm 

⑤ 

フロントサスペンションアッパーナット 

1 

100〜 150 kg —cm 


ステアリングステムへッドボルト 

2 

150 〜 250 kg —cm 


ステアリングステムへッドナット 

1 

600 〜1，000 kg —cm 


ハンドルクランプナット 

2 

100〜 150 kg —cm 


エンジン懸架ボルト 

3 

150 〜 250 kg —cm 

■ 

リヤースイングアームピボットナット 

1 

250 〜 400 kg —cm 


リヤーショックアブゾーバーナット 

2 

200 〜300 kg - cm 

⑫ 

スプロケットドラムシャフトナット 

1 

450 〜 600 kg —cm 


リヤーアクスルナット 

1 

270 〜 430 kg —cm 

⑭ 

リヤーブレーキカムレバーナット 

1 

50 〜 80 kg —cm 

⑬ 

トルクリンクナット 

2 

100〜150 kg —cm 

⑲ 

フロントフートレスト 

3 

150 〜 250 kg —cm 

⑰ 

スポーク （前•後） 


15 〜 20 kg —cm 



クランクケース合せ面（ハ。ッキン剤として塗布） 

スズキシール （ No . 4) 


アクスルシャフト、スペーサー内面 

グリス（普通のもの） 

トランスミッシヨン室 

スズキギヤーオイル2輪車用 

エンジンオイルとしてオイルタンクに注入 

1 スズキ C C I S オイル 

\スズキ C C I S スーハ。ー オイル 


?付トルク 


拿拿拿参金拿拿爹爹參 SUZUKI 爹拿金 




整備資料 



























































































.拿 $ SUZUKI 金拿衾拿金拿多拿爹拿 


特殊工具 



シヨックドライバーセツ 

09900-09002 



シッ クネスゲージ 
09900- 20804 



CCIS オイルゲージ 
09900— 21602 



ポケットテスター 
09900—25002 






タイミングテスター 
09900 — 27003 


スタッドポル^トインストーラ 

-() 09910-10110 


コンロツドストツノ 

09910—20115 


へキサゴンレンチ6咖 

0991 丨一70120 






クランクシャフトリムーバー 

09920— 131 1 1 


スパークプラグレンチ 

09930— 10111 


コンタクトポイントレンチ 
09930— 201 1 1 


フライホイールロー ターリム 

ーバー 09930— 30113 


% 




口ー ターリム ー/ くー セット 

09930 -30 133 


ローターホルダー 

09930— 401 13 


タイミングゲージ 
09931 - 00112 


ステアリングステムナットレ 
ンチ 09940-10122 




ステアリングレース&スイン 
グアームべアリングインスト 
ーラー 09941-3451 I 





フロントフォークアッセンブ 
リングツールセツト 

09940-34512 




フロントフォークオイルシー 
ルインストーラー 

09940-5011 I 


オイルシールリムーバ- 

09913— 50120 
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FR50 
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整備資料 


電気配線 


拿拿拿拿李拿爹拿拿参 SUZUKI 拿拿ミ 
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整備資料 


FR50 

90-050 


^拿金 SUZUKI 衾拿衾傘拿拿金拿拿拿 


電気配線 


類別 ( GD ) 


整備資料 
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1 
























































































































































































拿拿拿琴拿拿拿拿拿参 SUZUKI 金拿ミ 


ワイヤリングハーネス組付要領 


FR50 


ワイヤーハーネスは、フレ- 
ムのパー リング部に当たらぬ 
様にクランプすること„ 




4 ボデーアース 

Ij 

1 



断面 A A 


イグニッシヨン SW 


メータ- 
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整備資料 














































































整備資料 


FR50 

90-070 


貧奪拿 SUZUKI 爹拿拿拿拿拿拿拿拿拿 


整備 データ 


ビストン•シリンダ関係 


単位の表示なきものは全て m 


項 


巨 


ピストン•シリンダクリアランス 


シリンダの内径 


ピストンの外径（ピストン下端より〔 23 〕 mm 上） 


シリンダへッドの平面度 


シリンダの平面度 


ピストンリングの自由合い口隙間 


(1 st ) 


標 準 値 


0.070 〜0.080 


41.00〜41.015 


40.930〜40.945 


0〜0.03 


0〜0.03 


L 5 (R 刻印） 

5.5 (T 亥 ij 印） 


使用限度 


41.065以上交換 


40.650以下交換 


).15 以上修正 


).20 以上交換 


4 3 :沿；以下交換 


(2 nd ) 


5.0 ( T 刻印） 
4.5 ( R 刻印） 


き:旧；以下交換 


ピストンリングの組付合い口隙間 


( 1 st ) 


0.10〜〇 .25 (T 刻印） 
0.10〜 0.25 (R 刻印） 


(2 nd ) 


0.10〜 0.25 (T 刻印） 
0.10〜 0.25 (R 刻印) 


ビストンリングとリング溝の隙間 


( 1 st ) 


0.02〜0.06 


(2 nd ) 


0.02〜0.06 


ピストンピン穴の内径 


11.998〜 12.006 


シリンダコンプレッシヨ 


( kg / cm 2 ) 


8.0 


0.8 以上交換 


0.8 以上交換 


以上交換 


以上交換 


12.030以上交換 


5.6 


シリンダコンプレッション気筒間差 （ kg / cm 2 ) 


丨クランクシャフト関係 


単位: 


項 目 

標準 値 

使用限度 

ビストンピンの外径 

11.996〜12.000 

11.965以下交換 

コンロッド小端の内径 

16.003 〜 16.011 

16.040以上交換 

コンロッド小端の振れ 


3.0 以上交換 

コンロッド大端のスラスト隙間 

0.10〜0.15 

1.0 以上交換 

クランクシャフトの振れ 

0〜0.03 

0.08以上交換 

•オイルポンプ関係 

単位 ： CC 


項 目 

標 準 値 

オイルポンプ消費量レい 分間 運転) 

0.37 〜 0.41 

オイルポンプコントロールレバー合わせ方式 

中間 合わせ 


21903—01020 
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整備 データ 


拿拿拿拿拿拿傘拿拿拿 SUZUKI 拿拿ミ 


•クラッチ • プライマリーギヤー関係 


単位の表示なきものは全て "I 


項 


巨 


クラッチの遊び（レバー先端で） 


ドライブプレートの厚さ 


ドライブプレートの歪み 


ドリブン プレー トの厚さ 


標 準 値 


2.9-3. 1 


1.6 


使用限度 


標準値以外修正 


2. 6以下交換 


ドリブン プレー トの歪み 


クラッチスプリングの自由長 


0〜0.15 


13.7 


0.2 以上交換 


交換 


発進（クラッチイン）回転数 


クラッチタイト回転数 


vr . p . m ) 


2,200〜2,700 


vr . p . m ) 


2,500〜3，100 


自動変速切替わり速度 


( km / h ) 


クラッチ. シュー 外径 


1 st ) 


(2 nd ) 


クラッチホイール内径 


:1 st ) 


(2 nd ) 


プライマリ ー ギヤ ーバッ クラ ッシュ 


0.02〜0.07 


0.15以上交換 


•トランスミッション関係 


単位の表示なきものは全て mm 


項 


標準 値 


使用限度 


ギヤーシフトフォークの爪の厚さ （1) 


5.4 — 5. 5 


以下交換 


⑵ 


5.4-5. 5 


以下交換 


⑶ 


ギヤーシフトフォーク溝の巾 （1) 


5.6-5. 7 


⑵ 


5.6 〜 5. 7 


⑶ 


ギヤーシフトフォークと溝の隙間 （1) 


⑵ 


0.2 〜 0.4 


0.2 〜 0.4 


0.80以上交換 


0.80以上交換 


⑶ 


シフターフォークシャフトの曲力' 4 ’り 


カウンターシャフトギヤー圧入寸法 


ドライブチェンの20ピン間寸法（チェンサイズ） 


254( #420) 


257.8以上交換 


ドライブチヱンのたるみ（センタースタンド使用時） 


10〜15 


標準値以外修正 




FR50 

90-080 


整備資料 


整備資料 
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食拿金 SUZUKI 金拿金拿爹拿金拿奪拿 


整備 データ 


籲キヤブレータ関係 


項 目 

諸 元 

備 考 

キャブレータ型式 

VM 14 SC 


メーンボア ( mm ) 

14 


キャブレータ判別刻印 

35040 


アイドリング回転数 ( r . p . m ) 

1，400 


フューエルレベル ( mm ) 



油面調整基準 ( mm ) 

21.5 


メイン ジヱッ ト （ M . J ) 

80 


ジェットニードル （ J . N ) 

3 L 4 -2 


二ードルジェット ( N . J ) 

E — 6 


スロットルバルブ （ Th . v 又は C . A ) 

2.0 


パイ ロットジヱット ( P . J ) 

1 M 


エアスクリュ （ A . S ) 

15 


バルブシート （ V . S ) 

1.2 


スタータ ジェット （ G . S ) 

60 



•電装関係 


項 


点火時期 


飛火性能 


コンタクトポイントの隙間 


ドエルアングル 


スパークプラグギャップ 


スパークプラグ 


( NGK ) 


( ND ) 


S 


V / r.p.m) 


(mm) 


(mm) 


諸 


20/1,400 


8以上 


0.3-0.4 


(度） 


(mm) 


イグニッシヨンコイル抵抗値 （ 1次） 


(Q) 


( 2次） 


(Q) 


フライホイールマグネ| 


，コイル抵抗狼（充屯 ） ( 〇 \ 
アース—尻 ' ^ ' 


アース—白赤 （ Q ) 


ND 


NGK 


元 


ピストンストローク 

1.15〜1.72 


205〜225 


0.6 〜 0.7 


塊けるとき 

BP-6H 


焼けるとき 

W20FP 


ND 


〔4〕 


ND 


〔8.8〕 K 


ND 


アース—黒黄（ランプ 2) ( Q ) 


ND 


ND 


ND 


0.6-0. 7 


BP — 4H 


標準 


W14FP 


1.65 


4.8 K 


0.3 


0.55 


1.45 


くすぶるとき 

BP- 2H 


くすぶるとき 

W9FP 


F R50 
90-090 


整備資料 


整備資料 
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FR50 
9 0-100 


整備資料 


整備 データ 


拿拿拿拿拿拿拿拿拿拿 SUZUKI 金拿ミ 


►電装関係（前ページより続き） 


項 


巨 


フライホイールマグネトー充電性能2,000 r . p . m ( A ) 

3,000 r . p . m ( A ) 


4,000 r . p . m ( A ) 


5,000 r . p . m ( A ) 


6,000 r . p . m ( A ) 


7,000 r . p . m ( A ) 


諸 


元 


ND 


スターターモーター ブラシ長さ使用限度 （ mm ) 


セルダイナモコンミュテータ外径限度（隠！） 


アンダーカット限度 


(mm) 


ブラシ長さ使用限度 


(mm) 


無負荷調整電圧 


( V ) 


カット•イン電圧 
レギュレータ調整電圧 
バッテリー型式 
バッテリー電解液比重 
フュー ズ 


( V ) 


( V - Ah ) 


( A ) 


、ツ ドランプハ V レブ 


( V - W ) 


シティランプバルブ 


( V - W ) 


テール •ストップランプバルブ 


( V - W ) 


ND 


ターンシグナルランプバルブ 


( V - W ) 


ス ピー ドメータ ランプバルブ （ V - W ) 

タコメータ ランプバルブ （ V - W ) 

.ュートラルランプバルブ （ V - W ) 


ギヤーポジシヨンランプバルブ 


( V - W ) 


チャージランプバルブ 


( V - W ) 


オイルレべル（プレッシヤー ） ランプバルフ ( V - W ) 


ターンシグナルパイロットランプバルブ （ V - W ) 


スピー ドウ オーナー ランプバルブ 


( V - W ) 


備 


考 


0.8 


1.2 


L .3 


1.3 


7.0 


15.8〜 16.8 


12.0〜 13. 5 


6 N 4- 2 A 


1.22〜 1.26 


15 


6 —15/15 


6-5 


6 -3 A 0 


6-8 


6-3 


6-3 


6-3 


セルダイナモ 


セルダイナモ 


オルタ ネー タ 
A C ジェネレータ 


12 N 7 —4 A(GD のみ） 


1.22 〜 1.26 


10 


12-25/25 


12 — 6 


12-5.2/18.4 


12—10 


12 — 3.4 


12 — 3.4 


12-3.4 


12 — 3.4 




整備資料 






































































































































































整備資料 


FR50 

90-110 


齡拿金 SUZUKI 拿拿拿拿拿拿拿拿拿拿 


整備 データ 


籲車体関係 


単位の表示なきものは全て mm 


項 


フロン ト ブレーキレバーの 游び 


リヤーブレーキペダル又は レバーの 游び 


ブレーキドラムの内径（前） 


(後） 


ブレーキライニングの寸法（前）（直径）（厚さ） 


(後)(直径）（厚さ) 


ブレーキシューリターンスプリング自由長（前） 


(後） 


ブレーキディスクプレートの厚さ ( m ) 


(後） 


ブレーキディスクプレートの振れ（前） 


(後） 


デイスク ブレーキパッ ドの厚さ （前） 


(後） 


マスター シリンダ内径 


(前） 


(後） 


マスターシリンダピストンの外径（前） 


(後） 


ブレーキキャリパ内径 


(前） 


(後） 


ブレーキキヤリパピストン外径 （前） 


(後） 


ホイールリムの振れ（前）タテ•ヨコとも 


(後）タテ•ヨコとも 


タイヤサイズ 


(前） 


(後） 


タイヤ摩耗限度 


(前） （） 内は推奨値 


(後） （） 内は推奨値 


標 準 値 


20〜30 


20〜30 


110.0 


110.0 


109」 


109.2 


0-2 


0-2 


2.25 — 17— 4 P R 


2.25-17-4 PR 
2.50-17—4 PR ( L ) 


使用限度 


標準値以外修正 


標準値以外修正 


110.7以上交換 


110.7以上交換 


106.0以下交換 


106.0以下交換 


以上交換 


以上交換 


以下交換 


以下交換 


以上交換 


以上交換 


以上交換 


以上交換 


以下交換 


以下交換 


以上交換 


以上交換 


以下交換 


以下交換 


以上交換 


3 以上交換 


0.8(1.6) 以下交換 


0.8(1.6) 以下交換 




整備資料 




























































































































整備 データ 


拿拿拿拿拿拿拿拿拿拿 SUZUKI 拿拿. 


_車体関係 （前ページより続き） 


単位の表示なきものは全て m 


項 


巨 


タイヤ空気圧 


( kg / cm 2 ) 


一般道路1名乗車 


一般道路2名乗車 


高速道路1名乗車 


フロントフォーク オイル 


フロントフォ——クオイノレ童(インナーチューブ上端からの油面•容量) 


フロントフォークスプリング自由長 


標 


準 値 


前 


輪 


フロントフォーク空気圧 


( kg / cm 2 ) 


フロントフォークインナーチューブの外径 


フロントフォーク アウターチ¬ 


- ブの内径 


アクスルシャフトの振れ（刖） 


(後） 


スイングアームピボットシャフトの振れ 


リヤークッションスプリングの自由長 


L .75 


0.15 


0.15 


使用限度 


後 輪 


2.25 


0.15 


-以下交換 


-以上交換 


0.25 以上交換 


0.25 以上交換 


0.6 以上交換 


82 




F R 5 0 
90-1 20 


整備資料 


整備資料 












































































































価値ある製品で 
ひとりひとりを 
豊かに- 




鈴木自動車工業株式会社 

静岡県浜名郡可美村高塚 3 0 0 〇 <0534>47-1111 
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